
親
鸞
聖
人
の
著
作
に
み
え
る
『
自
然
』

　
　
　
と
い
う
語
の
意
味
に
関
し
て
の
一
考

　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
現
在
丁
目
然
」
と
い
う
語
は
、
丁
ン
ゼ
ン
」
と
よ
ま
れ
、
名
詞
と
し
て
、

人
為
に
対
す
る
自
然
、
特
に
、
天
然
自
然
と
し
て
、
周
囲
の
、
山
川
草
・

本
な
ど
を
、
総
称
す
る
語
と
し
て
、
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
又
、

　
「
自
然
に
」
と
い
う
、
副
詞
と
し
て
、
人
為
を
加
え
な
い
で
、
そ
の
ま

ま
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
、
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
真
水
で
は
、
「
自
然
」
と
い
九
語
に
、
非
常
に
、
重
い
意
味
を
、
’

持
た
せ
て
い
る
。
一
般
に
、
そ
れ
は
、
三
種
類
に
、
分
類
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
業
力
（
業
道
）
自
然
・
願
力
（
他
力
）
自
然
・
無
為
自
然
で
あ

安
　
　
束

大
　
　
　
隆

　
親
鸞
は
、
そ
の
著
作
の
中
で
、
「
ば
然
」
と
い
ブ
語
を
、
さ
か
ん
に
、

用
い
て
い
る
。
一
見
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
、
所
謂
浄
土
三
部
経
や
、
七

祖
の
と
い
て
い
る
ヽ
士
一
ろ
に
、
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
多
い
。
小
考
で

は
、
順
序
と
し
て
、
洋
上
三
部
経
に
つ
い
て
、
丁
目
然
」
と
い
う
語
が
、

ど
う
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
見
、
更
に
、
七
祖
は
、
ど
う
と
り
あ
つ
か

ご
て
い
る
か
、
そ
の
主
な
も
の
を
み
た
い
。
し
か
る
後
に
、
そ
れ
ら
を
、

ふ
ま
え
て
、
親
蝋
の
著
作
の
使
用
例
に
、
言
及
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、

経
典
に
、
渕
っ
て
い
く
、
考
え
方
は
、
親
鸞
自
身
が
、
『
歎
異
抄
』
の
中

で
、
示
し
た
考
え
方
、
で
も
あ
る
。
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縁
座
ハ
ビ

　
浄
卜
教
の
ご
所
依
の
経
典
と
し
て
、
大
熊
に
背
壮
士
八
壮
工
匠
無
量
’

万
緑
⊇
吟
社
∵
阿
仏
陀
掻
（
小
社
）
の
ゾ
ス
Ｊ
、
浄
仁
三
部
紅
炉
あ
る
。

ま
ず
、
ニ
サ
ら
回
礼
啓
二
、
使
用
さ
れ
て
い
る
例
ぞ
、
み
よ
う
。
各
―

の
掻
典
に
、
使
用
さ
れ
て
い
る
回
散
士
、
ハ
る
と
、
犬
掻
に
は
、
五
十

入
団
、
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
川
ド
ニ
ー
ヘ
硯
社
に
け
、
六
回
で
あ

り
、
小
社
に
は
、
」
回
で
あ
る
。
・
で
二
万
は
、
大
社
を
、
中
心
と
し
て
、

考
え
を
、
進
め
て
い
こ
う

　
大
汗
の
五
十
六
回
を
、
詳
し
く
み
る
と
／
二
目
然
に
…
…
」
と
い
う
形

で
、
使
用
さ
れ
て
、
い
る
ち
の
が
、
ニ
１
‐
Ｉ
先
例
で
あ
る
。
楢
、
残
り
の

三
ヤ
例
に
、
一
定
の
票
で
は
、
述
べ
こ
れ
な
い
の
で
、
後
に
、
ま
と
め

て
、
言
及
し
か
し
、
つ
目
然
に
…
…
」
と
い
う
形
で
、
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
例
を
、
挙
げ
る
と
、
四
に
Ｉ
八
郎
の
第
四
卜
六
順
一
他
意
開

法
顛
）
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
、
池
川
さ
れ
て
い
る
。
庶
出
で
は
、

　
設
我
捉
仁
　
田
中
汗
薩
　
随
片
言
郎
　
囲
訊
問
法

　
自
然
俗
間
　
若
牛
山
者
　
が
寂
正
覚

延
べ
書
き
に
す
る
と

　
た
ど
ひ
、
‐
釣
れ
仁
『
ミ
え
た
・
ヅ
ご
に
、
田
中
の
菩
薩
、
そ
の
志
願
に
し

た
が
ひ
て
、
き
か
ん
と
お
も
は
ん
と
Ｔ
マ
っ
の
法
、
自
然
に
き
く
こ
と

七
得
ん
、
ヽ
し
し
し
か
ん
ず
げ
正
覚
白
と
ら
じ
辻
べ
書
き
は
定
本
親
鸞
聖

　
人
全
集
に
よ
る
ド
ハ
巻
3
5
頁
。
以
下
の
天
涯
の
員
数
は
こ
れ
に
よ
る
。
傍
線
は
私

　
に
施
す
。
以
下
同
じ
）

又
、
梵
文
和
訳
を
、
挙
げ
る
と

　
世
尊
よ
、
も
し
も
、
わ
た
く
し
が
覚
り
を
得
た
後
に
、
か
の
仏
国
土

　
に
生
ま
れ
た
生
け
る
者
ど
も
が
、
説
法
を
聞
き
た
い
と
願
っ
て
そ
う

　
い
う
心
を
お
こ
す
と
同
時
に
、
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
っ

　
た
ら
、
そ
の
間
は
わ
た
く
し
は
、
こ
の
上
な
い
正
し
い
覚
り
を
現
に

　
覚
る
こ
と
か
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。

　
田
中
の
菩
薩
が
、
法
を
、
聞
こ
う
と
、
思
う
と
、
そ
の
法
を
、
自
然

と
、
問
く
こ
と
が
、
で
き
る
。
（
そ
の
法
が
、
自
然
と
、
き
こ
え
て
く

る
）
と
、
言
っ
て
い
る
。
法
を
、
聞
き
た
い
と
い
う
意
志
を
、
待
つ
だ

時
は
、
す
ぐ
に
、
そ
の
法
を
、
聞
く
こ
と
が
、
で
き
る
と
、
い
う
こ
と
　
４

で
あ
る
。
一
般
に
は
、
何
か
を
、
為
千
う
と
い
う
意
ぶ
が
、
お
こ
る
と
、

そ
れ
が
、
行
動
と
し
て
、
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
千
円
立
志
が
、
け
ハ

体
的
な
雅
実
と
し
て
、
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
何
か
を
、

思
う
と
、
そ
の
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
、
適
え
ら
れ
る
と
い
う
、
意
味
で

あ
る
。
そ
れ
を
「
自
然
に
」
と
、
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
梵
文
和
訳

の
、
フ
心
を
お
こ
す
と
同
時
に
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
ら
」

と
い
う
意
味
に
、
相
当
し
よ
う
、
そ
こ
に
は
、
一
般
的
な
考
え
片
（
意

志
と
、
千
れ
に
も
と
づ
く
行
為
と
、
そ
の
結
果
）
と
は
、
趣
を
、
異
に

し
て
い
る
、
考
え
方
か
お
る
。

　
さ
て
、
更
に
、
「
自
然
に
…
…
」
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
使
用
さ
れ
て

い
る
例
を
検
対
し
て
み
よ
う
。
試
み
に
そ
れ
ら
を
、
別
の
言
葉
に
、
置



さ
換
え
る
と
す
る
と
、
大
概
、
一
犬
や
物
が
、
白
白
加
え
て
い
な
い
の
に

…
…
…
す
る
（
゛
白
石
ご
と
い
う
よ
う
か
意
味
と
、
な
る
。
そ
れ
は
、
主

に
、
浄
土
に
つ
い
て
の
描
写
と
、
丘
悪
役
の
中
で
、
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
浄
土
の
描
写
の
個
所
を
、
み
る
と

○
（
浄
土
に
お
い
て
は
）
清
風
と
さ
に
が
’
一
り
て
、
い
つ
つ
の
☆
声
を

　
い
だ
す
。
徴
妙
に
亘
凧
自
然
に
あ
ひ
和
丿
几
ま
べ
無
量
好
江
の

　
そ
の
道
場
樹
、
た
か
さ
円
百
づ
印
七
な
り
≒
　
そ
の
も
と
、
周
問
五
十
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
句
な
り
。
枝
菓
よ
も
に
し
き
二
Ｉ
Ｉ
ド
カ
甲
。
な
り
。
一
切
の
衆
宝
、
自

　
ｊ
・
‐
―
‐

　
然
に
合
成
す
　
ら
以
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
－

こ
講
堂
ご
精
小
∵
宮
殿
・
楼
観
ミ
み
な
七
生
荘
厳
し
て
、
自
然
に
化
成

　
す
。
気
ぼ
ご

○
も
し
（
浄
土
の
）
宝
池
に
い
り
て
、
こ
こ
ろ
に
み
づ
を
し
て
あ
し
を

　
ひ
た
さ
し
め
ん
し
」
お
ち
へ
ば
、
斤
⊃
丁
な
は
ち
あ
し
を
ひ
た
す
。
ひ

　
ぎ
に
い
た
に
し
め
ん
と
お
も
へ
げ
、
す
な
は
ち
ひ
ざ
に
い
た
る
。
ノ
…
…

　
身
に
そ
そ
が
し
め
ん
と
お
も
へ
げ
、
自
然
に
身
に
そ
そ
ぐ
。
気
負
）

ｏ
（
か
の
仏
田
上
に
お
い
て
は
）
も
し
食
廿
ん
と
お
も
ふ
と
き
は
、
ヒ

　
宝
の
鈍
器
、
自
然
に
ま
へ
に
あ
ソ
　
争
・
銀
・
瑠
塙
こ
評
注
・
鶴
砧
・

　
珊
瑚
・
琥
珀
・
明
月
真
珠
、
か
く
の
ご
と
き
の
諸
鈍
、
Ｕ
Ｕ
ろ
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
－
‐
‐
ｉ

　
た
が
ひ
て
い
た
る
。
」
白
味
の
飲
食
、
自
然
に
盈
済
生
。
こ
の
食
あ
り

　
と
い
へ
ど
も
、
百
に
食
す
る
も
の
と
し
、
た
だ
、
い
ろ
を
み
香
を
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
‐
１
ｉ

　
ぐ
に
、
こ
こ
ら
に
食
乍
な
す
と
お
ち
こ
ツ
自
然
に
飽
足
し
て
、
身

　
心
染
紋
な
い
≒
　
二
万
白
二

等
が
、
そ
う
で
あ
る
。
浄
‐
に
の
行
楽
は
、
五
七
日
が
、
自
然
に
、
調
和
し

て
お
り
、
宮
殿
は
、
七
宝
で
、
自
然
に
、
出
来
て
お
り
、
そ
の
浄
土
宝

他
の
水
は
、
思
い
に
、
従
っ
て
、
自
然
に
、
身
に
そ
そ
ぐ
。
又
、
食
事

を
、
し
よ
う
と
、
思
え
ば
、
七
宝
の
食
器
が
、
自
然
に
、
前
に
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
食
器
が
、
自
然
に
、
一
杯
に
な
り
、
そ
の
西
り
を
、
か

い
だ
だ
け
で
、
自
然
に
、
満
ち
足
り
る
。
そ
れ
ら
は
、
全
て
、
人
為
を

超
え
た
と
こ
ろ
で
、
な
し
得
る
行
動
、
で
あ
る
。

　
一
方
ク
互
悪
役
の
方
を
、
み
る
と

ｏ
そ
の
ひ
と
つ
の
悪
と
い
ふ
は
、
諸
天
・
人
垣
・
昿
動
の
類
、
衆
悪
を

つ
く
ら
ん
と
欲
し
て
、
み
な
し
か
ら
ざ
る
は
な
し
。
　
つ
よ
き
も
の
は

　
よ
は
き
を
伏
す
、
う
た
た
あ
ひ
剋
賊
し
、
残
害
殺
戮
し
て
、
た
が
ひ

　
に
あ
ひ
呑
堤
す
。
善
を
修
す
る
こ
と
を
し
ら
ず
、
悪
逆
無
道
に
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

　
の
ち
に
統
罰
一
才
っ
け
て
自
然
に
趣
向
す
。
ら
頁
）

弱
肉
強
食
と
も
い
う
べ
き
、
こ
の
世
で
、
そ
の
悪
習
に
、
染
っ
て
し
ま

い
、
悪
逆
を
ば
か
り
、
行
っ
て
い
る
よ
う
な
者
は
、
そ
の
果
報
に
よ
り
、

自
然
と
、
悲
泣
に
、
落
ち
て
し
ま
う
。

ｏ
今
世
に
悪
を
つ
く
り
て
、
福
徳
尽
滅
し
ゐ
れ
ば
、
も
ろ
／
宍
の
吉
光

　
神
、
を
の
／
‐
宍
さ
り
て
こ
れ
を
は
な
る
。
身
ひ
と
り
む
な
し
く
た
ち

　
て
ド
ま
た
よ
る
と
こ
ろ
な
し
。
寿
命
終
尽
し
て
諸
悪
の
帰
す
る
と
こ

　
ろ
な
り
自
然
に
追
促
し
て
、
と
も
に
お
も
む
き
て
こ
れ
を
う
ば
ふ
。

　
ｆ
商
頁
）

ニ
の
場
合
も
、
先
の
例
と
、
ほ
ぼ
回
じ
で
あ
り
、
自
然
に
、
悪
道
に
、

お
も
む
く
と
、
説
い
て
い
る
ノ
ュ
卒
の
無
量
の
苫
悩
も
、
「
自
然
」
で
あ

り
、
自
然
に
う
け
る
も
の
。
、
で
あ
っ
た
。
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ｒ
♂
－

゛‾‘た

　
浄
土
に
、
つ
い
て
の
も
の
、
五
急
設
に
、
つ
い
て
の
も
の
、
両
者
共

に
、
そ
の
究
極
に
、
お
い
て
は
、
人
為
を
、
超
え
た
、
存
在
で
あ
り
、

人
問
の
分
別
に
、
よ
っ
て
は
、
左
右
で
き
な
い
も
の
、
で
あ
る
。
そ
の
、

人
為
を
超
え
た
存
在
と
、
い
う
考
え
方
は
、
更
に
、
徹
底
さ
れ
、
「
自

然
」
と
い
プ
語
に
、
よ
り
深
く
、
か
つ
、
重
大
な
意
味
を
、
与
え
て
い

　
以
下
、
「
ノ
目
然
に
…
…
」
と
い
う
形
で
、
使
用
さ
れ
て
い
る
以
外
の
、

三
十
例
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
み
よ
う
。
そ
の
例
の
中
で
も
、
や
は
り
、

浄
土
や
、
浄
土
に
関
す
る
奇
瑞
の
、
描
写
の
中
で
、
「
自
然
」
と
い
う
語

は
、
多
用
さ
れ
て
い
る
、

　
法
蔵
比
丘
が
、
四
十
八
願
を
、
説
き
終
っ
た
後
、
掲
を
以
っ
て
、
そ

の
趣
を
、
述
べ
る
と
、
地
が
、
六
種
に
、
震
動
し
て
、
天
よ
り
、
妙
花

が
、
地
の
上
に
、
降
り
そ
そ
ぎ
、
空
中
に
は
、
「
自
然
の
音
楽
」
が
、
あ

る
（
3
9
．
白
べ
　
そ
う
し
て
、
建
立
さ
れ
た
浄
土
は
、
「
自
然
の
七
宝
」
を
以

っ
て
、
地
と
な
し
（
4
3
百
こ
、
空
に
は
、
「
自
然
の
万
種
の
伎
楽
」
が
あ
り

ら
頁
）
、
聞
こ
う
と
思
え
ば
、
「
自
然
の
妙
声
」
を
、
所
応
に
、
従
っ
て
、

聞
く
こ
と
が
、
で
き
る
（
5
5
頁
ｙ
そ
の
妙
声
は
二
自
然
快
楽
の
こ
ゑ
）
で

あ
る
（
5
6
頁
づ
又
、
の
浄
土
を
、
吹
く
風
は
、
「
自
然
の
徳
風
」
（
6
1
頁
）
で
あ

り
、
フ
目
然
の
か
ぜ
言
7
8
頁
）
で
あ
る
。

　
浄
土
に
、
関
す
る
も
の
を
、
「
自
然
」
と
し
て
、
把
握
す
る
、
考
え
方

は
で
史
に
、
す
す
ん
で
、
悟
り
そ
の
も
の
を
も
、
「
自
然
」
と
し
て
、
理

解
し
て
い
る
。

　
か
の
仏
国
土
は
、
清
浄
安
穏
、
微
妙
快
楽
な
り
。
無
為
泥
匝
の
道
に

＼，

　
ち
か
し
。
そ
の
も
ろ
く
の
声
聞
・
菩
薩
・
天
・
人
は
、
智
慧
高
明
、

　
神
通
洞
達
せ
り
。
咸
同
一
類
に
し
て
、
か
た
ち
に
異
状
な
し
。
た
だ

　
詮
方
に
因
順
す
る
が
ゆ
へ
に
、
天
・
人
の
名
あ
り
。
顔
貌
端
正
に
し

　
て
、
超
世
希
有
な
り
。
容
色
微
妙
に
し
て
、
天
に
あ
ら
ず
、
人
に
あ

　
ら
ず
。
み
な
百
團
前
知
四
則
。
無
極
の
措
を
う
け
た
り
（
5
7
頁
）

　
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
、
無
為
泥
匝
の
道
で
あ
る
。
又
、
諸
ヽ
ヽ
の
衆
生

は
、
咸
同
一
類
（
皆
同
じ
類
）
で
あ
っ
て
、
全
て
の
衆
生
が
、
自
然
虚
無

の
身
、
無
極
の
檀
」
を
、
受
け
て
い
る
。
即
ち
、
悟
り
そ
の
も
の
と
、

同
一
に
な
っ
た
、
境
地
を
、
「
自
然
虚
無
の
身
・
無
極
の
体
」
と
、
表
現

し
て
、
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
大
様
に
、
使
用
さ
れ
て
い
る
、
「
自
然
」
の
意
味
の
、
大
要

で
あ
る
。
大
経
の
中
で
は
、
「
自
然
」
と
い
う
語
が
、
非
常
に
、
重
要
な
　
　
2
6

意
味
を
、
持
っ
て
い
る
辻
と
が
、
わ
か
る
。
浄
土
は
、
自
然
に
、
存
在

す
る
も
の
で
あ
り
、
又
、
三
塗
無
量
の
苦
難
も
、
自
然
に
、
受
け
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
浄
土
に
お
い
て
、
受
け
る
身
も
ノ
「
自
然
」
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
、
大
様
に
お
け
る
、
用
法
は
、
浄
上
教
の
、
典
籍
の

中
に
、
多
大
な
影
響
を
、
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
次
に
、
観
経
に
、
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
み
よ
う
。
観

経
に
は
、
六
回
、
使
用
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

○
（
阿
閃
世
に
よ
っ
て
、
幽
閉
さ
れ
た
、
頻
婆
娑
羅
王
は
、
他
日
よ
り
、

　
見
せ
ら
れ
た
、
五
色
の
先
に
、
照
ら
さ
れ
て
）
大
工
幽
閉
あ
り
と
い

　
え
ど
も
心
眼
さ
は
り
な
く
し
て
、
け
る
か
に
世
尊
を
み
た
て
ま
つ
り

　
て
頭
面
に
礼
を
な
す
、
自
然
に
増
進
し
て
阿
部
含
と
な
る
。
（
定
本



　
視
察
や
犬
今
生
染
ハ
春
田
頁
、
以
ド
同
じ
）

Ｊ
二
玉
樹
設
を
述
べ
た
個
所
）
　
一
々
の
樹
上
に
、
じ
重
の
あ
み
あ
り
。

　
一
々
の
あ
み
の
匹
ひ
だ
に
斤
に
目
倍
大
宣
‥
殿
あ
り
、
梵
Ｌ
宣
‥
の
ご
と
し
。

　
　
　
　
　
　
　
‘
－
－
・

　
諸
不
二
い
童
匹
丿
　
自
然
二
言
か
に
あ
目
へ
…
…
’
こ
の
も
ろ
／
宍
の
宝
樹
、

　
百
行
力
ひ
あ
た
り
、
箭
使
あ
ひ
八
か
し
。
ち
ろ
／
ｙ
の
菓
の
あ
ひ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
ｔ
ｊ

　
に
を
い
て
、
も
う
／
ぐ
４
の
砂
岩
を
生
ず
。
こ
そ
の
う
へ
に
、
自
然
に

　
し
宝
の
こ
ゐ
み
あ
り
。
｛
ツ
サ

士
孚
単
率
設
を
述
べ
た
個
日
⊃
　
｝
々
の
摩
尼
、
Ｔ
の
光
明
を
は
な
つ
。

　
そ
パ
ひ
カ
り
大
白
で
汁
‐
ヘ
ト
よ
犬
‥
成
せ
り
。
あ
ま
ね
く
地
上
に
お

　
け
へ
宍
釈
迦
胆
惚
餌
千
ナ
ヤ
≒
そ
の
今
と
す
。
こ
の
蓮
華
今
は

　
八
万
万
金
剛
二
号
昌
三
玉
・
梵
摩
尼
宝
・
妙
片
片
網
を
も
て
交
飾
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
・
‐
…
…
ｊ

　
す
上
て
の
今
の
う
へ
に
を
い
て
、
自
然
と
し
て
四
柱
の
宝
輸
あ
り
。

　
】
々
の
宝
輸
、
Ｇ
千
万
億
の
須
弥
山
の
ご
と
し
。
ぶ
百
ご

ご
（
真
付
設
を
述
べ
た
個
所
）
こ
の
ゆ
へ
に
智
者
ま
さ
に
心
を
か
け
て
、

　
あ
き
ら
か
に
無
皇
尊
仏
を
設
ず
べ
し
。
無
量
寿
仏
を
吼
甘
ん
も
の
は
、

　
ひ
と
つ
の
相
好
よ
り
い
れ
。
た
だ
眉
問
の
白
毫
を
観
じ
て
、
き
は
め

　
丁
ヽ
明
丁
々
ら
し
め
よ
、
眉
問
の
白
毫
を
み
た
て
ま
つ
れ
ば
、
八
万
四

　
Ｔ
の
相
好
自
然
に
ま
さ
に
観
ず
べ
し
、
（
面
百
二

ご
　
二
瓶
官
府
を
述
べ
た
個
所
）
（
観
音
背
泳
は
）
あ
し
を
あ
ぐ
る
と
き
、

　
あ
し
の
し
か
に
丁
幅
偏
の
相
あ
ソ
　
自
然
に
化
し
て
五
百
億
の
光
明

　
恰
－
／
よ
悩
て
慌
　
（
1
6
2
．
白
二

八
Ｌ
が
、
そ
の
六
個
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
法
は
、
大
概
、
犬
経
の

七
且
に
、
順
ず
る
も
の
で
あ
る
、

小
径
に
は
、
一
個
所
で
、

舎
利
弗
か
の
仏
の
田
上
に
は
、
微
風
ふ
き
て
、
諸
の
宝
行
樹
お
よ
び

宝
羅
網
を
動
か
し
て
、
微
妙
の
皆
を
出
だ
せ
り
。
呉
ふ
れ
ば
百
干
柿

の
楽
を
同
時
に
倶
に
作
す
が
ご
と
し
。
是
の
九
日
を
聞
く
者
は
み
な
、

　
白
‥
然
に
念
仏
念
法
話
増
の
心
を
生
ず
。
（
国
訳
一
切
経
宝
績
部
じ
・
ワ
ド

と
あ
り
、
浄
土
の
宝
田
に
、
風
の
吹
く
言
を
、
聞
い
て
、
仏
・
法
・
増

を
、
念
ず
る
心
の
、
生
じ
る
様
を
、
「
自
然
に
」
と
、
把
握
し
て
い
る
。

高
僧
の

　
さ
て
、
こ
れ
ら
、
浄
土
三
部
経
に
、
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
丁
目
然
」
の

用
法
は
、
以
後
の
、
浄
土
教
の
高
僧
達
の
、
著
述
の
中
に
、
色
濃
く
、

そ
の
に
胆
を
、
お
と
し
て
い
る
。
高
僧
達
は
、
自
分
の
思
想
を
、
披
渥
す

る
の
に
、
三
部
経
を
、
基
礎
に
し
て
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
り
、
又
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
叙
述
し
た
り
、
し
て
い
る
。

　
浄
土
論
註
に
は
、
観
経
を
、
引
用
し
て
、

　
此
ノ
蓮
草
堂
八
八
万
ノ
金
頭
鋲
叔
迦
宝
梵
摩
尼
宝
妙
真
珠
ノ
網
ヲ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
テ
厳
修
ト
ナ
ル
、
其
ノ
兪
ノ
上
二
於
テ
自
然
二
面
シ
テ
四
柱
ノ
宝
輸

‘
ア
リ
、
一
々
ノ
宝
輪
言
ハ
カ
囚
千
億
ノ
須
弥
ノ
如
シ

又
、
犬
経
を
、
引
用
し
て

　
若
シ
・
］
玉
液
千
人
テ
意
二
水
ヲ
シ
テ
足
ヲ
没
シ
メ
ン
ト
欲
ヘ
ハ
木
印
チ
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足
ヲ
没
ス
…
…
…
…
付
言
圈
カ
シ
メ
ン
ト
欲
ヘ
ハ
自
然
二
身
二
濯
ク
。

他
に
も
、
い
く
つ
か
、
例
を
、
あ
げ
る
こ
と
が
、
で
き
る
が
、
大
体
に



’｀？

お
い
て
、
こ
れ
ら
は
、
経
典
（
大
経
や
観
経
）
か
ら
の
、
引
用
で
あ
り
、

猟
楽
に
、
関
す
る
フ
記
述
の
中
に
、
多
く
、
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

傾
向
は
、
他
の
著
作
に
お
い
て
も
、
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
ド
、

高
僧
の
著
作
か
ら
、
適
宜
、
例
示
し
て
お
こ
う
。

ｏ
其
レ
衆
生
ア
リ
テ
我
国
二
生
ス
ル
者
ハ
、
自
然
二
勝
進
ン
テ
常
倫
諸

　
地
ノ
行
ヲ
超
出
ン
テ
仏
道
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
ル
（
安
楽
集
）
　
　
　
　
　
″

○
讃
二
云
ク
、
地
下
ノ
荘
厳
七
宝
ノ
輸
ハ
、
無
量
無
辺
無
数
億
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
八
方
八
面
テ
ン
テ
百
宝
ヲ
モ
テ
成
セ
リ
、
彼
ヲ
見
ル
ニ
無
生
自
然
二

　
悟
ル
。
無
生
ノ
宝
国
ハ
永
ク
常
タ
リ
シ
（
定
善
義
）

ｏ
弥
陀
佛
国
ハ
殼
モ
勝
レ
タ
リ
ト
為
ス
、
広
大
鹿
平
サ
ン
チ
盲
二
是
レ

　
精
ナ
リ
、
犬
ノ
楽
ノ
音
声
常
二
遍
満
ス
、
黄
金
ヲ
地
ト
為
シ
テ
奇
珍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－

　
ニ
間
ヘ
タ
リ
、
昼
夜
六
時
二
華
ヲ
白
散
ス
、
法
音
常
二
説
テ
自
然
二

　
聞
ク
（
法
事
讃
）

ｏ
佛
イ
百
ク
是
ノ
故
二
智
者
▽
心
二
諦
二
無
量
寿
仏
ヲ
観
ズ
ペ
シ
、
一

　
ツ
ノ
相
好
ヨ
リ
人
レ
、
但
、
眉
間
ノ
白
毫
ヲ
観
シ
テ
明
了
ナ
ラ
令
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
者
、
八
万
四
ｒ
ノ
相
好
自
然
二
之
ヲ
見
ル
（
観
念
法
門
）

ｏ
専
二
名
号
ヲ
称
ス
ル
モ
ノ
西
方
二
至
ル
、
彼
二
到
テ
草
間
テ
妙
法
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー

　
聞
キ
キ
、
ト
地
ノ
願
行
自
然
二
形
ハ
ル
（
往
生
礼
讃
）

ｏ
香
華
ヲ
受
得
ス
ル
コ
ト
千
力
種
ナ
リ
、
即
チ
弥
陀
大
会
ノ
上
二
散
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
－

　
所
散
ノ
草
産
ジ
テ
蓋
卜
成
ル
、
自
然
ノ
音
楽
逡
ル
コ
ト
千
重
ナ
リ

　
（
般
舟
讃
）

ｏ
蓮
花
初
間
の
楽
と
は
、
行
者
か
の
国
に
生
れ
已
り
て
、
蓮
花
初
め
辻

　
開
く
時
、
所
有
の
歓
楽
、
前
に
倍
す
る
こ
と
百
千
な
り
。
猶
し
盲
者

＼､、

　
の
始
め
て
明
か
な
る
眼
を
得
た
る
が
如
く
、
ま
た
辺
鄙
の
、
忽
ち
王

　
宮
に
入
れ
る
が
如
し
。
自
ら
そ
の
身
を
見
れ
ば
、
身
既
に
紫
磨
金
色

　
の
体
と
な
り
、
ま
た
自
然
の
宝
衣
あ
り
て
、
環
・
釧
・
宝
冠
・
荘
厳

　
す
る
こ
と
無
量
な
り
。
（
往
生
要
集
）

ｏ
（
極
楽
往
生
を
願
う
）
こ
れ
ら
の
衆
生
は
、
寿
終
る
時
に
臨
ん
で
、

　
無
量
寿
仏
も
ろ
く
の
大
衆
と
と
も
に
、
そ
の
人
の
前
に
現
じ
て
、

　
即
ち
か
の
仏
に
随
っ
て
そ
の
国
に
往
生
し
て
、
使
ち
七
宝
の
花
の
中

　
　
　
　
　
－

　
に
お
い
て
自
然
に
化
生
し
て
不
退
転
に
住
す
。
（
選
択
集
）

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
高
僧
の
著
作
の
中
に
、
散
見
さ
れ
粂
自
然
」

で
、
特
に
、
注
目
す
べ
き
は
、
善
導
の
『
法
事
讃
』
の
、
次
の
文
で
あ

　
願
ク
ハ
往
生
セ
ン
、
願
ク
ハ
往
生
セ
ン
、
道
場
清
浄
ナ
リ
希
テ
ン
テ

　
見
難
シ
。
弥
陀
ノ
浄
土
ハ
甚
ダ
聞
キ
難
シ
、
聞
キ
難
ク
シ
テ
見
難
キ

　
ニ
今
会
フ
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
。
如
説
二
修
行
ン
テ
意
ヲ
専
テ
ン
テ
専
ナ

　
ラ
シ
ム
。
願
ク
ハ
仏
ノ
慈
悲
潅
カ
ニ
臨
終
二
摂
受
シ
テ
、
宝
座
其
ノ

　
前
二
現
ジ
タ
マ
ヘ
、
既
二
蓮
台
ヲ
見
テ
心
踊
躍
シ
テ
佛
二
従
フ
テ
消

　
逞
シ
テ
自
然
二
帰
ス
。
自
然
ハ
即
チ
是
レ
弥
陀
ノ
国
ナ
リ
。
無
漏
無

　
生
ニ
シ
テ
即
チ
真
ナ
リ
。
（
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
九
巻
5
5
－
5
6
頁
）

臨
終
に
、
仏
の
迎
え
が
あ
っ
て
、
往
生
す
る
。
所
謂
、
米
迎
に
よ
る
往
生

を
、
の
べ
て
い
る
、
個
所
で
あ
る
が
、
そ
の
往
生
す
べ
き
浄
土
を
、
「
自

然
」
と
、
表
現
し
て
、
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
善
導
自
身
が
、
言
葉
を
、
続
け
て
い
る
よ
う
に
、
弥
陀
国
で
あ
り
、

西
方
浄
土
で
あ
る
。
他
の
高
僧
の
著
作
を
、
一
見
す
る
と
、
こ
こ
ま
で
、
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は
っ
き
り
と
、
言
い
切
っ
て
い
る
も
の
は
、
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
大
経
の
「
自
然
虚
無
の
身
、
無
極
の
躾
」
と
、
あ
い
ま
っ
て
、
浄

土
数
に
お
け
る
、
「
自
然
」
と
い
う
語
の
意
味
を
、
端
的
に
、
物
語
っ
て

い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
幻
。

　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
　
親
鸞
の
著
作
の
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
自
然

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
、
経
典
や
高
僧
の
理
解
は
、
そ
れ
ら
を
、
基
礎
に

し
て
い
る
、
親
鸞
の
中
で
、
ど
う
吸
収
理
解
さ
れ
て
、
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
親
鸞
も
又
、
前
述
し
た
よ
う
に
ニ
王
著
で
あ
る
、
『
数
行
信
証
』
を
は

じ
め
、
消
息
類
、
和
讃
等
の
中
で
、
「
自
然
」
と
い
う
語
を
、
多
用
し
て

い
る
。

　
親
鸞
は
、
大
経
の
意
味
を
、
更
に
、
す
す
め
て
、
「
自
然
」
は
、
阿
弥

陀
仏
の
浄
土
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
述
べ
て
い
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
―

　
仏
に
従
ひ
て
消
逞
し
て
自
然
に
帰
す
。
自
然
は
即
ち
こ
れ
弥
陀
の
国

　
‐
―
Ｉ
Ｉ

　
な
り
。
無
漏
無
生
還
り
て
即
ち
真
な
り
。
行
未
遂
止
に
常
に
仏
に
随

　
ひ
て
、
無
為
法
性
身
を
証
得
す
（
『
政
行
信
証
ご
真
仏
土
の
春
原
漢
文
』

と
あ
る
。
こ
の
文
は
、
善
導
の
、
『
法
事
讃
』
の
文
章
を
、
そ
の
ま
ま
、

引
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
善
導
の
理
解
に
、
対
す
る
、

親
鸞
の
共
感
を
、
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
又
、
和
讃
に
も

ｏ
念
仏
成
仏
こ
れ
真
宗
、
万
行
諸
善
こ
れ
仮
門
　
権
実
真
仮
を
わ
か
ず

　
　
　
　
１
１
　
　
　
４
ｉ
ぐ

　
し
て
　
自
然
の
浄
土
を
え
ぞ
し
ら
ぬ
（
浄
土
和
讃
）

ｏ
五
濁
悪
世
の
わ
れ
ら
こ
そ
、
金
剛
の
信
心
ば
か
り
に
て
　
な
か
く
生

　
死
を
す
て
は
て
て
、
自
然
の
浄
土
に
い
た
る
な
れ
（
高
僧
和
讃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

ｏ
信
は
願
よ
り
生
ず
れ
ば
、
念
仏
成
仏
自
然
な
り
　
自
然
は
す
な
は
ち

　
報
土
な
り
　
澄
夫
涅
槃
を
う
た
が
は
ず
（
高
僧
和
讃
）

と
あ
り
、
同
じ
く
、
「
自
然
」
は
「
浄
土
」
で
あ
る
旨
を
、
の
べ
て
い
る
。

又
、
『
敢
行
信
証
』
　
（
証
巻
）
に
は
、
夫
経
を
、
引
用
し
て

　
か
の
仏
国
土
は
、
清
浄
安
穏
に
し
て
微
妙
快
楽
な
り
、
無
為
泥
垣
の

　
道
に
ち
か
し
。
そ
れ
も
ろ
く
の
声
聞
・
菩
薩
・
天
・
人
、
智
慧
高

　
明
に
し
て
、
、
神
通
洞
達
せ
り
。
こ
と
ご
と
く
同
じ
く
一
類
に
し
て
、

　
形
異
状
な
し
。
た
だ
余
方
に
因
順
す
る
が
故
に
、
人
天
の
名
あ
り
。

　
顔
貌
端
正
に
し
て
世
を
超
え
て
希
有
な
り
。
容
色
微
妙
に
し
て
天
に

　
あ
ら
ず
、
み
な
自
然
虚
無
の
身
、
無
極
の
体
を
受
け
た
る
な
り

　
　
（
1
4
0
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
一
文
は
、
真
仏
土
巻
に
も

　
往
生
と
言
ふ
は
、
夫
経
に
は
「
皆
受
自
然
虚
無
之
身
無
極
之
体
」
と

　
言
へ
り
（
1
8
5
頁
）

と
、
引
用
さ
れ
て
い
る
。
往
生
と
い
う
は
、
「
自
然
」
に
、
帰
す
こ
と
、

で
あ
り
、
「
自
然
」
と
、
同
一
に
な
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　
さ
て
、
親
鸞
自
身
が
、
「
自
然
」
と
い
う
語
を
、
釈
し
て
い
る
の
を
、

ぶ
る
と
、
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
、
「
自
致
不
退
転
」
を
、
解
釈
し
て

　
　
「
自
致
不
退
転
」
と
い
ふ
は
、
自
は
お
の
づ
か
ら
と
い
ふ
、
お
の
づ

　
か
ら
と
い
ふ
は
衆
生
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
、
し
か
ら
し
め
て
不
退

　
の
く
ら
ゐ
に
い
た
ら
し
む
と
な
り
、
自
然
と
い
ふ
こ
と
ば
な
い
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"き

ぐ
こ
二
心
回
牡
牛
」
ヽ
』
≒
解
氷
し
て

　
　
ソ
百
万
ご
生
」
こ
い
ふ
‥
几
か
々
ら
才
汗
水
を
え
し
む
と
い
ふ
な
り
、

　
こ
け
か
言
乙
子
と
い
よ
、
い
か
ら
子
と
い
ふ
は
自
然
の
こ
こ
ら
を
あ

　
ょ
わ
す
、
白
‥
然
は
は
じ
ぐ
で
け
か
ら
才
と
な
り
。

　
ン
ヤ
？
二
亦
仁
診
文
言
ご
で
は
、
「
観
音
勢
牛
目
来
迎
」
を
、
解
釈
し
海

に
て
、

　
巾
に
み
つ
回
ら
と
い
よ
こ
り
…
…
…
々
’
Ｊ
へ
’
よ
口
は
お
の
ず
か
ら
と
い
よ
、

　
翁
ご
つ
か
ら
と
い
ふ
は
自
然
と
ゾ
ふ
、
自
然
と
い
ふ
は
し
か
ら
し
か

　
こ
ゾ
宍
し
’
言
‐
づ
し
む
と
い
ふ
は
行
者
の
は
じ
め
て
と
も
か
く
ち
は

　
か
ら
は
ざ
る
に
、
過
去
・
介
生
・
未
来
の
Ｉ
切
の
つ
み
を
転
才

六
二
自
然
」
を
、
「
お
の
づ
か
ら
」
　
「
Ｌ
か
ら
し
む
る
」
と
、
か
け
て
、

ノ
レ
に
い
る
。
『
未
燈
抄
』
で
は
、
更
に
、
洋
し
く

　
白
‥
啓
之
い
ふ
は
、
自
は
お
の
づ
か
ら
と
い
よ
、
行
者
の
は
か
ら
い
に

　
・
ヤ
ら
ず
、
し
か
ら
し
か
と
い
ふ
こ
と
は
な
り
　
然
と
い
ふ
は
、
し
か

　
こ
し
特
‐
ご
い
よ
こ
と
ば
、
行
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
、
如
米
の
ち

　
か
ひ
に
て
あ
る
が
ゆ
へ
に
。
法
案
と
い
ふ
は
、
こ
の
如
来
の
お
む
ち

　
が
い
ご
る
が
ゆ
へ
に
、
し
か
ら
し
む
る
を
法
爾
と
い
ふ
。
法
印
は
、

　
フ
ー
の
回
し
ち
か
ひ
こ
り
け
る
ゆ
へ
に
、
す
べ
て
行
者
の
は
か
ら
ひ
の

　
な
☆
包
ち
て
、
こ
の
法
の
と
く
の
ゆ
へ
に
し
か
ら
し
む
と
い
よ
な
り
。

　
す
べ
て
、
人
の
は
じ
め
て
は
か
ら
は
ざ
る
な
ロ
ヘ
　
こ
の
ゆ
へ
に
他
力

　
に
は
、
義
な
き
を
義
と
す
、
と
し
ろ
べ
し
と
な
日
当
。
自
然
と
い
ふ
は
、

　
七
と
よ
り
し
か
ら
し
む
と
い
よ
こ
と
ば
な
り
。
弥
陀
の
御
ち
か
ひ
の
、

　
も
と
よ
り
行
者
の
は
か
ら
ひ
に
あ
ら
ず
し
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
か

　
の
ま
せ
た
ま
ひ
て
、
む
か
へ
む
と
は
か
ら
は
せ
た
ま
ひ
た
る
に
よ
り

　
て
、
行
者
の
よ
か
ら
む
と
も
、
あ
し
か
ら
む
と
も
お
も
は
ぬ
を
、
自

　
然
と
は
ま
ふ
す
ぞ
と
包
に
て
候
。
ち
か
ひ
の
や
う
は
、
無
上
仏
に
な

　
ら
し
め
む
と
ち
か
ひ
た
ま
へ
る
な
り
。
無
上
仏
と
ま
ふ
す
は
、
か
た

　
ち
も
な
く
ま
し
ま
す
。
か
た
ち
の
ま
し
ま
さ
ぬ
ゆ
へ
に
自
然
と
は
ま

　
ふ
す
な
り
。
か
た
ち
ま
し
ま
す
と
し
め
す
と
き
に
は
、
無
Ｌ
涅
槃
と

　
は
ま
ふ
さ
ず

と
、
と
い
て
い
る
。
フ
目
然
」
と
い
う
は
二
お
の
づ
か
ら
、
し
か
ら
し
む

る
」
と
、
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
行
者
の
、
自
力
の
、
思
慮
分

別
に
、
よ
っ
て
、
そ
う
な
っ
て
い
る
、
の
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
本

願
に
よ
っ
て
、
そ
う
な
っ
て
い
る
、
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
親
鸞
は
、
こ
の
よ
う
に
、
征
服
ハ
や
、
高
僧
の
所
説
を
、
引
き
　
（
ｊ

な
が
ら
、
自
分
の
思
想
を
、
開
陳
し
て
い
る
、
そ
の
、
述
べ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
大
概
に
お
い
て
、
人
様
や
、
善
導
の
、
と
い
て
い
る
と
Ｏ
｛

に
、
そ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
浄
土
教
に
お
け
る
、
「
自
然
」
と
い
う
語
の
、
理
解
は
、
張
本
の
経
叫

で
あ
る
ノ
二
部
経
に
よ
っ
て
、
発
せ
ら
れ
る
。
楢
、
漢
訳
の
も
の
と
、

梵
文
直
訳
の
も
の
。
と
を
、
比
較
す
る
と
、
漢
次
の
中
の
、
い
く
つ
か
の
、

　
「
自
然
」
は
、
梵
文
直
訳
の
中
に
、
相
当
す
る
語
を
、
見
い
出
せ
な
い
、

も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
席
次
が
梵
文
を
、
正
し
く
、
訳
出
し
た
も
の

か
否
か
を
、
問
わ
ず
、
等
し
く
、
釈
尊
金
口
の
正
説
と
し
て
、
理
解
さ

』一ｊ



れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
三
仏
経
の
所
説
は
、
そ
の
ま
ま
、
高
僧
の
著
作

に
、
う
け
つ
が
れ
、
更
に
叉
、
親
鰐
に
と
、
つ
け
つ
が
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
浄
工
数
の
中
で
、
非
常
に
、
重
い
意
味
を
、
持
つ
も
の
と
、

な
っ
て
い
っ
た
。

　
　
つ
自
然
」
と
は
、
他
か
ら
加
わ
る
力
を
、
否
定
し
て
、
そ
れ
自
身
の
、

中
に
あ
る
も
の
に
、
よ
っ
て
、
そ
う
な
る
こ
と
、
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

人
為
を
、
超
え
る
と
い
う
要
素
を
、
含
ん
で
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で

い
う
と
、
浄
土
と
い
う
了
解
は
、
ま
さ
に
、
適
介
す
る
も
の
、
で
あ
ろ

う
、
人
為
に
よ
っ
て
、
造
作
さ
れ
た
も
の
、
で
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
誓

顕
の
、
成
就
の
結
果
と
し
て
、
存
在
す
る
も
の
、
で
あ
り
、
生
滅
変
化

を
、
超
越
し
た
、
常
住
絶
対
の
世
界
が
、
「
自
然
言
に
あ
り
、
叉
、
浄
土

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
悟
り
そ
の
も
の
の
世
路
、
で
あ
る
。
人
為
に
よ
る

分
別
を
、
完
全
に
、
否
定
し
、
全
て
の
も
の
を
、
阿
弥
陀
仏
の
力
と
し

て
、
理
解
し
、
そ
れ
を
、
信
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
広
大
無
辺
の
慈
悲
に

よ
っ
て
、
摂
れ
さ
れ
る
と
い
う
思
想
が
、
徹
底
芒
れ
れ
ば
、
さ
れ
る
程
、

　
「
自
然
」
と
い
う
語
の
持
つ
意
味
は
、
よ
り
咀
く
、
か
つ
深
く
、
な
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
い
う
と
、
視
覚
の
、
了
解
し
て
い
る
、

　
「
自
然
」
が
、
も
っ
と
も
、
徹
底
さ
れ
た
姿
を
、
示
し
て
い
る
と
、
い

い
う
る
。

註①
歎
異
抄
　
第
一
、
一
席
を
参
昭

②
岩
波
文
庫
『
浄
土
三
部
経
Ｊ
Ｌ
　
中
村
元
・
早
晶
鏡
正
・
細
野
一
義
各
氏

　
訳
註
　
3
7
頁

　
藤
田
安
達
氏
訳
（
梵
文
和
訳
無
量
・
寿
経
・
阿
弥
陀
経
〈
法
蔵
館
言
で
は

　
も
し
も
、
世
尊
よ
、
わ
た
く
し
が
覚
り
を
得
た
と
き
に
、
か
し
こ
の
仏
国

　
土
に
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
菩
薩
達
加
、
ど
の
よ
う
な
説
法
を
聞
き
た
い
と

　
欲
し
よ
う
と
二
『
－
そ
の
よ
う
々
』
心
を
起
こ
す
と
同
時
に
、
そ
の
と
お
り
の

　
も
の
を
聞
け
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
間
は
、
わ
た
く
し
は
無
上

　
な
る
正
冷
覚
を
さ
と
り
ま
せ
ん
。
（
7
2
年
）

　
と
あ
る
、

③
見
交
和
訳
で
は

　
罪
に
随
っ
て
自
然
に
果
報
に
導
か
れ
る
（
…
石
波
文
庫
本
8
9
頁
）

①
梵
文
和
訳
で
は

　
寿
命
加
号
ご
う
と
、
自
然
の
結
果
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
に
圧
迫
せ
ら
　
　
肌

　
れ
て
、
赳
く
べ
き
と
こ
ろ
に
導
か
れ
る
の
だ
。
（
岩
波
文
庫
本
9
5
頁
）

⑤
二
目
然
の
音
楽
」
に
あ
た
る
も
の
は
、
梵
文
和
訳
の
中
に
は
な
い
。

　
ｏ
岩
波
文
庫
本
は
（
声
あ
っ
て
言
う
）
と
（
　
）
に
入
れ
て
お
き
な
っ
て

　
　
い
る
。

　
○
藤
田
氏
訳
は
、
〔
と
声
が
あ
っ
た
〕
と
お
ぎ
な
っ
て
い
る
。

⑥
「
自
然
虚
無
の
身
・
無
極
の
体
」
に
あ
た
る
部
分
は
、
梵
文
和
訳
で
は
、

　
見
出
せ
な
い
。

⑦
七
祖
聖
教
延
言
（
顕
道
書
院
）
に
よ
っ
た
。
同
書
4
0
頁
。

⑧
延
べ
書
き
は
、
岩
波
書
店
、
日
本
思
想
大
系
、
『
源
帽
Ｊ
5
4
頁

⑨
延
べ
書
き
は
、
岩
波
が
店
、
日
本
思
想
大
系
『
法
然
・
Ｔ
遍
』
圈
真

俗
延
べ
書
き
は
、
岩
波
書
店
、
日
本
思
想
大
系
『
親
磁
こ
1
8
3
頁
　
同
じ
内
容



‾さ

が
、
『
阿
弥
陀
経
集
注
≒
定
本
親
鴬
聖
ハ
全
染
七
巻
2
4
0
～
2
4
1
頁
』
に
も
あ
る
。

③
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
二
咎
サ
目
ハ

⑩⑩⑩⑩⑩

11　11　り　ｎ　り

二
他

1
1
5
真

一
一
往
1
1
8
頁

三
巻
翁
頁

一
二
巻
5
4
頁

三
谷
図
頁

⑤
岩
波
方
店
　
日
本
占
典
文
学
大
系
『
親
鸞
集
』
1
2
2
～
口
頁
　
こ
れ
は
「
獲

　
得
名
号
自
然
法
爾
」
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
二
巻
謳
～
2
2
3
頁
と
同
じ
で
あ
る
。

倍
大
経
の
訳
出
に
は
、
老
荘
思
想
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
御
指
摘
が
あ
る
、

　
（
講
談
社
新
書
「
無
」
の
思
想
　
森
三
樹
三
郎
博
士
著
）

〃
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